
S，E，Cのクラス C1 C2 C3

S1

E1 QM QM QM
E2 QM QM QM
E3 QM QM ASIL A
E4 QM ASIL A ASIL B

S2

E1 QM QM QM
E2 QM QM ASIL A
E3 QM ASIL A ASIL B
E4 ASIL A ASIL B ASIL C

S3

E1 QM QM ASIL A
E2 QM ASIL A ASIL B
E3 ASIL A ASIL B ASIL C
E4 ASIL B ASIL C ASIL D

表1　ASILのレベル決定表
ISO 26262:2018，和英対訳版，Part3，より抜粋

　本連載では，自動車の電気/電子システム向けに
策定された最新の機能安全規格ISO 26262を例に，
製品づくりで安全性を担保する方法を解説していき
ます．
　前回に続いて，実際の規格書の中身を具体的に見
ています．今回は，安全分析およびガイドラインの
内容について，Part9からPart10の内容を見ていき
ます．なお，Part9では1節から4節が，Part10で
は1節から3節が適用範囲や用語などの説明になっ
ているので，それ以降から解説します．

1 安全分析

　機能安全の達成を客観的に示すため，定性的，定量
的な安全分析を実施します．

● 予備知識…安全目標のレベルを定義する「ASIL」
　ISO 26262規格では，開発する製品のことを「アイ
テム」と呼びます．また，最上位の安全要求である「安
全 目 標 」 を 決 定 す る な か で，ASIL（Automotive 
Safety Integrity Level；自動車用安全度水準）が定義
されます．Dが最も厳しいレベルとなります．この
ASILは，傷害度（シビアリティ：S0 〜 S3），暴露の
確率（エクスポージャ：E1 〜 E4），回避の可能性（コ
ントローラビリティ：C0 〜 C3）により，表1に従い
決まります（S0またはC0の場合はQM）．

● Part9：自動車用安全度水準（ASIL）指向及び安全
指向の分析
▶9−5「ASILテーラリングのための要求のデコンポ
ジション」
　1つのアイテムを複数のエレメントで構成し，それ
らのエレメントが十分に独立している場合は，「ASIL
デコンポジション」と呼ばれる特別な分割をしてよい
こととなっています．
　通常，開発中アイテムのASILは，アイテム全体に
わたって適用されますが，この「ASILデコンポジシ
ョン」を用いることによって，開発するエレメントの

ASILレベルを下げることができます．ただし，Part5
の第8節，第9節で要求される，ハードウェアアーキ
テクチャメトリックの評価とランダムハードウェア故
障による安全目標侵害の評価は，ASILデコンポジシ
ョンを実施しても変更してはいけません．

● デコンポジション可能な分割例
ASIL D ⇒ ASIL C（D）＋ASIL A（D）
ASIL D ⇒ ASIL B（D）＋ASIL B（D）
ASIL D ⇒ ASIL D（D）＋QM（D）
ASIL C ⇒ ASIL B（C）＋ ASIL A（C）
ASIL C ⇒ ASIL C（C）＋QM（C）
ASIL B ⇒ ASIL A（B）＋ASIL A（B）
ASIL B ⇒ ASIL B（B）＋QM（B）
ASIL A ⇒ ASIL A（A） ＋ QM（A）

　例えば，ASIL Dの要求がASIL CとASIL Aにデ
コンポジションされた場合，ASIL C（D），ASIL A（D）
のようにカッコ内にデコンポジション前のASILを記
します．
▶9−6「エレメントの共存に関する基準」
　通常，エレメントが複数のサブエレメントから構成
されているとき，それぞれのサブエレメントは上位の
エレメントと同じASILレベルとなります．
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